
●
ケ
ニ
ア
社
会
の
多
様
性
と
エ
イ
ズ

「
東
ア
フ
リ
カ
の
玄
関
口
」
ケ
ニ
ア
は
、
ア
フ

リ
カ
五
四
カ
国
の
中
で
は
、
日
本
で
も
知
名
度
の

高
い
国
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
国
は
地
理
的
・
歴
史
的
・
経
済
的

に
多
く
の
断
層
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
様
相
を

呈
し
て
も
い
る
。
海
岸
部
か
ら
大
湖
地
方
、
さ
ら

に
は
北
部
の
乾
燥
地
帯
と
、
風
土
・
社
会
・
文
化

の
全
く
異
な
っ
た
地
域
を
含
み
込
む
こ
の
国
は
、

英
国
の
植
民
地
支
配
と
熾
烈
な
独
立
闘
争
、
独
立

以
後
の
諸
民
族
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
巡
る
公
然

・
非
公
然
の
闘
争
に
よ
り
引
き
裂
か
れ
続
け
た
。

さ
ら
に
ケ
ニ
ア
は
、
独
立
以
来
の
親
西
側
・
資
本

主
義
経
済
政
策
に
よ
り
、
世
界
資
本
主
義
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
影
響
を
受
け
続
け
た
結
果
、
極
端
な

貧
富
の
格
差
が
生
じ
、
豊
富
な
物
資
や
資
金
の
流

入
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
圧
倒
的
多
数
の
貧
困
層
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
点
で
、
ケ
ニ
ア
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に

晒
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
未
来
像
を
先
取
り
す

る
国
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
「
断
裂
国
家
」
ケ
ニ
ア
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
取
り
組
む

市
民
社
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
か
。

●
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
状
況
と
国
家
政
策

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
、
早
い
段
階

で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
急
速
な
拡
大
が
生
じ
た
の
は
大

湖
地
域
、
と
く
に
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
沿
岸
地
域
で
あ

る
。
ケ
ニ
ア
西
部
も
こ
の
地
域
に
含
ま
れ
る
。
ケ

ニ
ア
で
最
も
早
く
、
大
規
模
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
拡
大

に
見
舞
わ
れ
た
の
は
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
岸
の
ニ
ャ
ン

ザ
州
で
あ
り
、
二
○
○
三
年
段
階
に
至
っ
て
も
、

こ
の
地
域
の
成
人
（
一
五
〜
四
九
歳
）
感
染
率
は

推
定
一
四
％
と
、
極
め
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い

る
。
ケ
ニ
ア
全
体
の
成
人
感
染
率
は
六
・
七
％
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に
見
て
、
平
均
値
よ

り
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
上
記
ニ
ャ
ン
ザ
州
と
首

都
ナ
イ
ロ
ビ
（
九
・
一
％
）
で
あ
る
。

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
者
数
は
二

○
○
三
年
で
一
五
万
人
。
一
日
に
四
一
五
人
が
エ

イ
ズ
で
死
亡
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。
ま
た
、
エ

イ
ズ
に
よ
る
孤
児
（
両
親
・
片
親
を
失
っ
た
児

童
）
の
人
口
は
二
○
○
三
年
末
現
在
で
六
五
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
は
早
期
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
影
響

を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
政
策
は
一

九
八
○
〜
九
○
年
代
を
通
じ
て
低
調
で
あ
っ
た
。

コ
ン
ド
ー
ム
使
用
に
否
定
的
な
キ
リ
ス
ト
教
会
の

影
響
を
強
く
受
け
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ラ
ッ
プ
・
モ

イ
政
権
下
で
は
、
感
染
拡
大
に
有
効
な
対
応
策
は

実
現
し
な
か
っ
た
。
モ
イ
政
権
は
一
九
九
九
年
に

よ
う
や
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
「
国
家
的
災

厄
」
と
認
定
し
、
省
庁
横
断
的
な
対
策
の
実
施
に

関
す
る
調
整
機
関
と
し
て
「
国
家
エ
イ
ズ
管
理
委

員
会
」（N

ational A
ID

S C
ontrol C

ouncil

）
を
大

統
領
府
に
設
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ケ
ニ
ア

は
初
め
て
国
家
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
対
策
に
乗
り

出
し
た
と
い
え
る
。

二
○
○
二
年
は
も
う
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た
。

こ
の
年
の
大
統
領
選
挙
で
、
ム
ワ
イ
・
キ
バ
キ
が

モ
イ
の
後
継
者
で
あ
る
ウ
フ
ル
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
を

破
り
、
ケ
ニ
ア
は
独
立
以
来
初
め
て
の
本
格
的
な

政
権
交
代
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

先
進
国
や
国
際
機
関
も
ケ
ニ
ア
へ
の
支
援
意
欲
を

復
活
さ
せ
、
ま
た
、
市
民
社
会
も
こ
の
選
挙
の
プ

ロ
セ
ス
で
力
を
付
け
、
政
権
交
代
後
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
は
多
く
の
資
金
と
人
材
を
得
て
進

ケ
ニ
ア̶

断
裂
し
た
社
会
を
縫
い
合
わ
せ
る
当
事
者
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
取
り
組
み
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展
す
る
こ
と
と
な
る
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
に
お
け
る

市
民
社
会
の
役
割

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
拡
大
は
社
会
構
造
の
あ
り
方
に

応
じ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
生
じ
、
ま
た
、
エ
イ
ズ

の
影
響
は
社
会
全
体
に
及
ぶ
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
も
予
防
、
検
査
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
共
に
生
き
る
人
々
（People Living 

w
ith H

IV/A
ID

S

＝
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
）
の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
、
治
療
、

エ
イ
ズ
に
よ
る
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
の
軽
減
、
差

別
・
ス
テ
ィ
グ
マ
の
克
服
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

へ
の
脆
弱
性
を
克
服
し
た
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
予
防
だ

け
、
治
療
だ
け
と
い
っ
た
「
一
点
突
破
」
で
な
く

包
括
的
な
対
策
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

ケ
ニ
ア
で
は
、
中
央
・
地
方
政
府
と
も
、
責
任

を
持
っ
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
を
統
括
す
る

に
は
脆
弱
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
対
策
の
実
践
面
に

つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
市
民
社
会
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
る
。
予
防
啓
発
や
検
査
に
つ
い
て
は
、
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

基
礎
と
し
た
団
体
（C

om
m

unity B
ased O

rgani-

zation

＝
Ｃ
Ｂ
Ｏ
）
が
主
役
で
あ
り
、
ケ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
組
織
が
、
国
際
機
関

や
ド
ナ
ー
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
中
軸
を

担
っ
て
い
る
。
治
療
の
主
役
は
や
は
り
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
組
織
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
病
院

で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
は
、

と
く
に
実
践
面
に
お
い
て
、
市
民
社
会
の
存
在
を

抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ケ
ニ
ア
の
市
民
社
会
は
、
連
携
と
競
合
を
重
ね

な
が
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
取
り
組

み
を
全
体
的
に
強
化
し
つ
つ
あ
る
。「
対
策
の
包

括
化
」
と
「
連
携
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
軸
に

市
民
社
会
の
実
践
を
紹
介
す
る
。

●
Ｖ
Ｃ
Ｔ
と
ケ
ア
を
つ
な
ぐ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
対
策
の
中
で
、
ケ
ニ
ア
で
最
も
進
展
し

て
い
る
の
が
自
発
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
検
査

（Voluntary C
ounseling and Testing

＝
Ｖ
Ｃ
Ｔ
）

で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
か
ら
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
は
通
常
五

〜
一
○
年
か
か
り
、
そ
の
間
は
無
症
候
の
状
態
が

続
く
の
で
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
、
感
染
の
有

無
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
検
査
が
重
要
な
の

は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
強
制
検
査
は
差

別
を
助
長
す
る
ほ
か
、
感
染
者
を
潜
在
化
さ
せ
て

感
染
動
向
や
対
策
を
困
難
に
す
る
こ
と
か
ら
、
現

在
で
は
、
検
査
と
事
前
・
事
後
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
一
体
化
さ
せ
て
、
自
発
的
な
受
検
を
う
な
が

す
Ｖ
Ｃ
Ｔ
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
政
府
は
、
米
国
の
巨
大
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（Fam

ily H
ealth International

＝
Ｆ
Ｈ
Ｉ
）

と
連
携
し
、
国
内
の
Ｖ
Ｃ
Ｔ
体
制
を
整
え
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
全
国
で
二
○
○
カ
所
以
上
、
ナ
イ
ロ

ビ
市
内
だ
け
で
も
六
○
カ
所
以
上
の
Ｖ
Ｃ
Ｔ
セ
ン

タ
ー
が
存
在
し
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
の
Ｖ
Ｃ
Ｔ
が
抱
え
る
問
題
は
多
く
あ
る

が
、
一
番
大
き
な
問
題
は
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
で
陽
性
と
判

明
さ
れ
た
場
合
、
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
や
治
療
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
体
制
の
構
築
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
現
在
、
い
く
つ
か
の
Ｖ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ

ー
で
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
と
ケ
ア
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
実

践
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

ナ
イ
ロ
ビ
の
中
高
級
住
宅
街
ハ
ー
リ
ン
ガ
ム
に

位
置
す
る
Ｖ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の
老
舗
「
リ
ヴ
ァ
プ

ー
ル
・
Ｖ
Ｃ
Ｔ
＆
ケ
ア
」（Liverpool VC

T and 

C
are

＝
Ｌ
Ｖ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
も
と
も
と
英
国
リ
ヴ

ァ
プ
ー
ル
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
が
独

立
し
、
モ
ン
バ
サ
や
ニ
ャ
ン
ザ
州
の
い
く
つ
か
の

都
市
に
も
活
動
を
広
げ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。

Ｌ
Ｖ
Ｃ
Ｔ
は
現
在
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
を
受
け
た
人
の
受
け

皿
と
し
て
の
「
ポ
ス
ト
・
テ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
」
の

事
業
を
改
善
し
、
陽
性
者
が
ケ
ア
に
つ
な
が
っ
て

い
く
た
め
の
道
筋
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｌ

Ｖ
Ｃ
Ｔ
が
ま
ず
注
目
し
た
の
は
Ｖ
Ｃ
Ｔ
そ
れ
自
体

の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
で
あ
る
。
ま
た
、「
ポ

ス
ト
・
テ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
」
に
お
け
る
話
題
作
り

や
進
行
な
ど
を
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
に

し
、
参
加
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。

政
府
・
公
共
セ
ク
タ
ー
も
Ｖ
Ｃ
Ｔ
と
ケ
ア
・
治

療
の
連
携
に
向
け
た
モ
デ
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ケ
ニ
ア
最
大
の
国
立
病
院
で
あ
る
ケ
ニ
ヤ

ッ
タ
国
立
病
院
（K

enyatta N
ational H

ospital

＝

Ｋ
Ｎ
Ｈ
）
な
ど
で
は
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
患
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」、
ケ
ア
・
治
療
を
全
体
と

し
て
行
う
「
包
括
的
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」（C

om
pre-

hensive C
are C

entre

＝
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
の
三
つ
の
セ
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ン
タ
ー
に
よ
り
、
陽
性
者
の
ケ
ア
を
実
現
す
る
と

い
う
モ
デ
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

Ｋ
Ｎ
Ｈ
は
ナ
イ
ロ
ビ
の
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
組
織
と
連
携

し
、
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
作
り
も

追
求
し
て
い
る
。

●
ケ
ア
連
続
体
の
構
築

Ｖ
Ｃ
Ｔ
は
曲
が
り
な
り
に
も
整
っ
て
い
る
が
、

ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
を
担
う
組
織
は
少
な
い
。
ナ
イ

ロ
ビ
な
ど
で
は
、
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
は
お
も
に
Ｐ

Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
組
織
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
組
織
は
、
現
在
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
の
併
設
や
エ
イ

ズ
遺
児
の
支
援
、
地
方
展
開
な
ど
、
ケ
ア
・
サ
ポ

ー
ト
を
中
心
と
し
た
「
ケ
ア
連
続
体
」（C

are 

C
ontinuum

）
作
り
へ
と
足
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

ナ
イ
ロ
ビ
の
ス
ラ
ム
で
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
ケ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
を
担
う
女
性
の
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
団
体
「
ケ

ニ
ア
・
エ
イ
ズ
と
共
に
生
き
る
女
性
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（K

enya N
etw

ork of W
om

en w
ith 

A
ID

S

＝
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
Ａ
）
は
、
ス
ラ
ム
に
Ｐ
Ｌ
Ｗ

Ｈ
Ａ
や
エ
イ
ズ
遺
児
の
た
め
の
ド
ロ
ッ
プ
・
イ
ン

・
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
活
動
拠
点
と
な
る

セ
ン
タ
ー
）
を
建
て
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
在
宅
ケ
ア

（H
om

e B
ased C

are

）
に
加
え
て
、
エ
イ
ズ
遺

児
へ
の
毎
日
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
エ
イ
ズ
遺
児
は
拡
大

家
族
に
よ
っ
て
引
き
取
ら
れ
養
育
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
が
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
伝
統
的
な

家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
の
進
行
、
ま
た
、

エ
イ
ズ
遺
児
が
急
速
に
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
拡

大
家
族
だ
け
で
は
そ
の
養
育
を
担
い
き
れ
ず
、
と

く
に
ナ
イ
ロ
ビ
の
都
市
ス
ラ
ム
な
ど
で
は
、
Ｐ
Ｌ

Ｗ
Ｈ
Ａ
組
織
が
エ
イ
ズ
遺
児
の
ケ
ア
を
継
続
的
に

担
う
と
い
う
状
況
が
出
現
し
て
き
て
い
る
。

同
じ
く
ナ
イ
ロ
ビ
を
拠
点
と
し
つ
つ
西
ケ
ニ
ア

な
ど
で
も
活
動
し
て
い
る
「
ケ
ニ
ア
・
エ
イ
ズ
と

闘
う
女
性
た
ち
」（W
om

en Fighting A
ID

S in 

K
enya

＝
Ｗ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｋ
）
も
、
エ
イ
ズ
遺
児
の
食

料
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ケ
ニ
ア
に
は
男
性
の
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
当
事
者
組

織
も
存
在
し
て
い
る
。
ナ
イ
ロ
ビ
お
よ
び
コ
ー
ス

ト
州
で
活
動
す
る
「
ケ
ニ
ア
・
エ
イ
ズ
に
取
り
組

む
男
性
運
動
」（M

ovem
ent of M

en against 

A
ID

S in K
enya

＝
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｋ
）
が
そ
れ
で
、

Ｍ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
男
性
の
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
の
グ
ル
ー
プ

・
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
感

染
者
労
働
組
合
」（Positive W

orkers U
nion

）
を

発
足
さ
せ
、
法
律
家
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
と
連
携
し

て
職
場
に
お
け
る
差
別
へ
の
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
る
。

●
治
療
へ
の
ア
ク
セ
ス

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
治
療
、
特
に
抗
レ
ト
ロ
ウ

イ
ル
ス
治
療
（A

ntiretroviral Therapy

＝
Ａ
Ｒ

Ｔ
）
は
、
か
つ
て
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
薬
（A

nti

retroviral D
rug

＝
Ａ
Ｒ
Ｖ
）
の
高
価
格
や
特
許
権

の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
途
上
国
で
は
「
高
嶺
の

花
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
タ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
治

療
導
入
の
成
功
や
、
イ
ン
ド
製
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

治
療
薬
の
導
入
に
よ
る
Ａ
Ｒ
Ｖ
の
価
格
の
大
幅
下

落
に
よ
り
、
途
上
国
で
も
Ａ
Ｒ
Ｔ
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
二
○
○
二
年

以
降
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
３
×
５
（
ス
リ
ー
・
バ
イ
・

フ
ァ
イ
ブ
）
戦
略
」（
二
○
○
五
年
末
ま
で
に
途

上
国
で
三
○
○
万
人
の
エ
イ
ズ
治
療
を
実
現
す

る
）
に
よ
り
、
途
上
国
で
公
的
医
療
へ
の
エ
イ
ズ

治
療
の
導
入
が
本
格
化
し
た
。

ケ
ニ
ア
も
例
外
で
は
な
く
、
ケ
ニ
ア
政
府
は
二

○
○
三
年
九
月
、
コ
ス
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
方
式

（
受
益
者
が
治
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
）
に
よ

る
公
的
医
療
へ
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
導
入
を
宣
言
し
、
二
○

○
五
年
末
に
は
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
四
万
人
に
拡
大
す
る
と

い
う
野
心
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

し
か
し
現
実
に
は
、
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
Ｔ

導
入
は
現
在
も
停
滞
し
て
い
る
。
二
○
○
五
年
に

入
っ
て
、
地
方
の
州
立
病
院
で
も
Ａ
Ｒ
Ｔ
が
導
入

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
裨
益
人
口
は
少
な
い
。

ケ
ニ
ア
で
は
、
現
在
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
受
け
て
い
る
人
々

は
合
計
一
万
五
○
○
○
人
ほ
ど
と
推
測
さ
れ
る
が
、

Ａ
Ｒ
Ｔ
の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
団
体
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
病
院
で
あ
る
。

Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
団
体
に
は
、
欧
米
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
製

薬
企
業
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
、
少
数
な
が
ら
も

Ａ
Ｒ
Ｔ
を
供
給
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
。
先
述
の

Ｗ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｋ
や
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｋ
は
、
欧
米
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
製
薬
企
業
の
支
援
を
得
て
数
十
人
に
Ａ
Ｒ

Ｔ
を
供
給
し
て
い
る
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
国
境
な
き

医
師
団
」
は
西
ケ
ニ
ア
、
ナ
イ
ロ
ビ
等
数
カ
所
で

合
計
一
○
○
○
人
あ
ま
り
の
人
々
に
無
料
で
Ａ
Ｒ

Ｔ
を
供
給
し
て
い
る
ほ
か
、
医
療
関
係
者
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ケ
ニ
ア
で
の
最
大
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
供
給
主
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体
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
病
院
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
で
Ａ

Ｒ
Ｔ
を
供
給
し
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
病
院
は
全

土
で
五
七
施
設
あ
り
、
数
千
人
の
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
医
療
従
事
者
の
訓
練
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
病
院
が
も

つ
医
薬
品
供
給
網
は
、
他
の
医
療
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と

っ
て
も
重
要
な
医
薬
品
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
る
。

●
地
方
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

へ
の
取
り
組
み

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
の
は
、
主
に
ナ
イ
ロ

ビ
で
の
市
民
社
会
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
わ

る
活
動
で
あ
っ
た
。
地
方
に
お
い
て
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
資
源
は
、
一
般
に
ナ
イ
ロ

ビ
よ
り
も
少
な
く
、
差
別
・
偏
見
は
強
く
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
の
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
な
社
会
的
伝
統

も
強
固
に
残
っ
て
い
る
な
ど
、
対
策
の
実
施
に
か

か
わ
る
状
況
は
概
し
て
ナ
イ
ロ
ビ
よ
り
も
厳
し
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
地
方
に
お
い
て
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

対
策
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
感
染
率
の

高
さ
を
反
映
し
て
、
ケ
ニ
ア
西
部
の
ニ
ャ
ン
ザ
州

・
西
部
州
に
お
い
て
は
、
数
多
く
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
人
口
が
希
薄
な
北
部
地
方
に
お
い
て
も
、
十

分
な
資
源
を
得
ら
れ
な
い
中
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
な
ど

も
存
在
す
る
。

ケ
ニ
ア
・
エ
イ
ズ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
合
（K

enya 

A
ID

S N
G

O
 C

onsortium

＝
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
）
に
は
、

こ
れ
ら
、
地
方
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
取
り
組

む
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
七
○
○

団
体
以
上
が
加
盟
し
て
い
る
。
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
は
全

国
の
主
要
都
市
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る

リ
ソ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
ま
た
、

保
健
省
な
ど
と
定
期
的
に
協
議
会
を
開
催
し
、
政

府
の
政
策
に
地
方
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
も
実
施
し
て
い
る
。

●
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
対
策
の
課
題

上
記
に
見
た
よ
う
に
、
ケ
ニ
ア
で
は
政
府
の
弱

体
を
補
っ
て
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
国
内
・
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
積
極
的
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
ケ
ニ
ア
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
は
、

数
年
前
と
比
較
し
て
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
る
と

言
え
る
。

し
か
し
、
現
実
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の

イ
ン
パ
ク
ト
に
比
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

も
大
き
な
限
界
が
存
在
す
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ケ
ニ
ア
は
地
理
的
・

歴
史
的
・
経
済
的
に
極
め
て
多
く
の
断
層
を
抱
え

た
断
裂
社
会
で
あ
る
。
と
く
に
経
済
的
な
断
裂
は

大
き
く
、
自
立
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ
と
が

困
難
な
貧
困
層
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の

多
く
が
失
業
、
貧
困
、
飢
餓
に
恒
常
的
に
直
面
し

て
い
る
。
ケ
ニ
ア
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
急
速

に
増
大
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
脆
弱
で
断
裂

し
た
社
会
の
存
在
が
あ
る
。
現
在
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
は
、
疾
病
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
と
ど
ま
り
、
そ
の
背
景
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

こ
の
限
界
を
克
服
す
る
に
は
、
一
つ
に
は
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
た
地
域

に
お
い
て
、
農
業
や
収
入
向
上
活
動
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
と
連
携
し
て
展
開
し
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
の
脆
弱

性
を
克
服
す
る
取
り
組
み
」
を
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ケ
ニ
ア
の
既
存
の
社
会
・

経
済
構
造
が
は
ら
む
暴
力
性
を
緩
和
す
る
た
め
の
、

全
国
レ
ベ
ル
で
の
経
済
政
策
・
社
会
政
策
の
導
入

が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、

ケ
ニ
ア
政
府
に
お
い
て
も
、
国
際
社
会
に
お
い
て

も
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
保
健
課
題
で
あ
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
一
定
の
包
括
性
を
有
す
る
開
発
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
保
健
課
題
の
み
の
実

施
に
と
ど
ま
れ
ば
、
中
長
期
的
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
の
影
響
を
緩
和
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
ケ
ニ
ア
に
限
ら
ず
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
地
域
す
べ
て
に
お
い

て
、
こ
の
点
に
関
す
る
早
急
な
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ

イ
ン
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
い 

な
ば

ま
さ
き
／
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ア
フ
リ
カ
日
本
協
議
会
理
事
）
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